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朝ドラ『風、薫る』の女性の生き方から感じること

現在放送されている朝の連続テレビ小説は、
黒羽（現大田原市）にゆかりのある人物をモ
デルとし、明治という激動の時代を生きた一
人の女性の姿を描いています。
当時の社会では、「女性の幸せは家庭に入

り、良妻賢母となること」という価値観が主
流で、女性が職業に就くことは一時的なもの
と見られ、専門職としてキャリアを築くこと
は極めて困難でした。

そうした時代背景の中、主人公は周囲の期
待や社会の慣習に囚われることなく、強い意
志と情熱を持って自らの道を切り拓いていき
ます。
性別による固定観念や偏見という壁に臆す

ることなく、確かな知識と揺るぎない職業意
識をもって社会で活躍するその姿は、まさに
現代の男女共同参画社会の先駆けと言えるで
しょう。彼女が直面した困難を乗り越え、自
分の信じる道を歩み続けた勇気ある行動は、
私たちに深い示唆を与えてくれます。

思えば、先人たちのこうした果敢な歩みの
上に、私たちの現代社会は築かれています。
男女共同参画社会基本法の理念が浸透し、性
別のみを理由に職業や役割が制限されること
なく、個人の多様な可能性や選択肢が大きく
広がってきました。

医療の現場でも、多くの女性医師や男性看
護師が専門性を発揮し、当たり前のように活
躍しています。これは、法律整備だけでなく、
一人ひとりの個性と能力が性別に関係なく尊
重される社会へと、私たちの意識が着実に変
化してきた証です。

しかし、制度は整いつつも、私たちの心の
中には今も無意識のうちに「男性だからこう
あるべき」「女性はこうあるべき」といった
固定観念や思い込み（アンコンシャス・バイ
アス）が潜んでいるかもしれません。「男性
は仕事で稼ぐべき」「女性は家事や育児をす
るのが当然」といった根拠のない性別役割分
担意識は、個人の可能性を狭め、社会全体の
活力を損なうことにも繋がりかねません。

時代と共に社会は絶えず変化します。過去
の先人たちが困難を乗り越え、新しい道を切
り拓いたように、私たちも、自らの内なる
「当たり前」を問い直し、見つめ直すことが
大切です。性別、年齢、国籍、障がいの有無
など、あらゆる違いを個性として認め合い、
互いの多様な生き方を尊重する社会こそが、
真に豊かな社会です。
誰もが性別にとらわれず、自分らしく輝け

る社会を、私たち一人ひとりの意識と行動で
築いていきましょう。その一歩が、公正で持
続可能な未来へと繋がります。
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